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令和 元年 12月 11日





【ご案内】令和元年度　西条市「子ども安全管理士」講座を開講します





この度、令和元年度西条市「子ども安全管理士」講座を以下の日程・内容で開講します。

本講座は、保育園や幼稚園、学校等で子どもの保育や教育にかかわる職員・関係者の方、一般の保護者・地域住民の方を対象に、子どもの安全と事故の未然防止に関する基本的な考え方や基礎的な知識の啓発・普及を目的に開講するものです。

本講座は、愛媛大学と西条市との地域連携事業として令和２年度以降、子どもの安全・事故防止にかかわる多方面の専門家を講師に招き、毎年継続的に開講することを予定しています。本講座と西条市「子ども安全セミナー」を合わせて２年間継続して受講した受講者には、西条市長より「西条市子ども安全管理士」の認定を行う予定です。

保育・教育現場（保育園、幼稚園、学校等）の職員・関係者のみなさま、子どもの安全に関心を持つ一般のみなさまの受講をお待ちしています。



記



日　時：令和２年１月１３日（月）１０時～１６時（９時３０分受付開始）

場　所：西条市地域創生センター３階大研修室（愛媛県西条市ひうち1番地16）

主　催：愛媛大学法文学部　

共　催：西条市　

後　援：愛媛大学社会連携推進機構／愛媛大学地域協働センター西条、

一般社団法人吉川慎之介記念基金、NPO法人Love & Safety おおむら、

任意団体Love & Safety さいじょう

内容＆スケジュール：

		講　義　内　容

		講義担当者（所属）



		①法律が定める子どもの安全

		小佐井 良太（愛媛大学法文学部教授）



		②地域で考える子どもの安全：

そのための視点と方法

		松原 英世（愛媛大学法文学部教授）



		昼食・休憩（１時間）



		③重大事故のリスクと保育・教育活動：

事故予防の理解

		出口 貴美子（出口小児科医院院長／Love & Safety おおむら理事長）



		④受講者によるグループワーク：

質疑応答＆受講内容の振り返り

		小佐井良太、松原英世、出口貴美子、

吉川 優子（吉川慎之介記念基金）





定　員：８０名

　　　事前の申込が必要です（先着順で定員に達した時点で締切ります）。

受講を希望される方は、令和２年１月８日（水）までに、メールまたはＦＡＸにて「住所・氏名・職業・連絡先（メールアドレス、電話番号）」を明記の上、下記申込先までお申込下さい。

受講料：無　料



【申込先／問い合わせ先】

愛媛大学地域協働センター西条（担当者：石田）

TEL：0897-47-8478　FAX：0897-53-2082　メール：saijo@stu.ehime-u.ac.jp
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令和   元年   12 月   11 日       【ご案内】 令和元年度   西条市「子ども安全管理士」講座 を 開講 します       この度、 令和元年度 西条市「子ども安全管理士」講座を 以下の日程・内容で開講します。   本 講座は、保育 園や幼稚園、 学校 等 で子どもの保育や教育にかかわる 職員・ 関係者の方、 一般の 保護者・地域住民の方を対象に、子どもの安全と事故の未然防止に関する基本的な 考え方や基礎的な知識の啓発・普及を目的に開講するものです 。   本講座は、 愛媛大学と西条市との地域連携事業として 令和２年度以降、 子どもの安全・ 事故防止にかかわる 多方面の専門家を講師に招き、 毎年継続的に開講することを予定して います。 本講座と西条市「子ども安全セミナー」を合わせて ２年間継続して受講し た受講 者には、西条市長より「西条市子ども安全管理士」の認定を行う予定です。   保育・教育現場（保育園、幼稚園、学校等）の職員・関係者のみなさま、子どもの安全 に関心を持つ一般のみなさまの受講をお待ちしています。     記     日   時：令和２年１月１３日（月）１０時 ～１６時（９時３０分受付開始）   場   所：西条市地域創生センター３階大研修室（ 愛媛県西条市ひうち 1 番地 16 ）   主   催：愛媛大学法文学部     共   催：西条市     後   援： 愛媛大学社会連携推進機構／ 愛媛大学地域協働センター西条、   一般社団法人吉川慎之介記念基金、 NPO 法人 Love &  S afety  おおむら、   任意団体 Love & Safety  さい じょう   内容 ＆スケジュール ：  


講   義   内   容  講義担当者（所属）  


①法律が定める子どもの安全  小佐井   良太（愛媛大学法文学部教授）  


②地域で 考える子どもの安全 ：   そのための視点と方法  松原   英世（愛媛大学法文学部教授）  


昼食・休憩（１時間）  


③重大事故のリスクと保育・教育活動：   事故予防の理解  出口   貴美子（出口小児科医院 院長 ／ Love & Safety   おおむら理事長）  


④ 受講者による グループワーク：   質疑応答＆受講内容の振り返り  小佐井良太、松原英世、出口貴美子、   吉川   優子（吉川慎之介記念基金）  


定   員： ８ ０ 名       事前の申込が必要です （先着順で定員に達した時点で締切ります） 。   受講を希望される方は、 令和２年１ 月 ８ 日（ 水 ）まで に 、 メールまたはＦＡＸにて 「住所・氏名・職業・連絡先（メールアドレス、電話番号）」を明記 の上、 下記申込 先までお申込下さい。   受講料： 無   料     【申込先／問い合わせ先】   愛媛大学 地域協働センター西条（担当者：石田）   TEL ： 089 7 - 47 - 8478   FAX ： 0897 - 53 - 2082   メール： sai jo @ stu. ehime - u.ac.jp  
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